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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、わが国の看護系大学及び大学院における統計学教育の現状と課題を、Web
による調査、教員や大学院生を対象とした聞き取り調査などによって明らかにするとともに、看護系大学院生が統計的
手法を用いた論文を作成するために必要な、統計学教育方法のあり方や枠組みを見直すことである。これらの研究結果
に基づき、看護系大学院生のための統計学学習プログラム及び学習支援システムについてのモデルプランを提案した。

研究成果の概要（英文）： This study investigates the current situation and clarifies problems relating to 
statistics education in nursing schools and nursing graduate programs in Japan. Web surveys and interviews
 of teachers and students involved in such courses were carried out in order to provide a basis for reasse
ssing guidelines and developing the framework for a statistics education program optimized for graduate nu
rsing students writing academic papers using statistical techniques. Based on these findings, a model stat
istical learning program and support system was developed for graduate nursing students.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)わが国において、最近公表されている看
護研究論文は 80％以上が量的研究、すなわち
統計的方法が使用されている。そして、自ら
が統計的研究を行わない場合でも、統計的知
識なしには文献を評価することができなく
なってきている。また、看護系大学院は増加
の一途をたどり、統計的方法による修士や博
士論文がさらに増加することが予想される。
しかし、大学や専門学校において統計学を履
修したものの理解が十分ではない、あるいは
社会人入学者のように履修内容の記憶が乏
しくなっていることもあり、学部レベルの授
業内容を大学院で再度行わなければならな
い場合も多い。一方、より高度な授業内容が
実施され、大学院生の理解が不十分であるこ
ともあり、教育にバラつきがみられる。さら
に、統計学教育により、大学院生が知識・技
術をある程度は獲得しても、研究論文の講読
や作成に十分活かされるとは言い難いのが
実状である。 
(2)その背景には、今までの看護における統
計学教育の内容や方法の問題だけではなく、
大学院生の志向性や要望などに対応した問
題解決（基盤）型の統計学の授業が展開され
ていない、あるいは不十分であることが指摘
される。そこで、現在の看護系大学院の統計
学教育を見直し、問題基盤型手法を適用した
統計学教育方法と論文作成支援システムを
開発することが求められている。 
 
２．研究の目的 
(1)わが国の看護系大学院における研究論文
の作成に関わるこれまでの統計学教育の現
状や課題を調査によって明らかにする。 
(2)それら調査結果と、学会誌等の学術論文
のクリティークやこれまでの我々の教育実
績などを踏まえて、看護系大学院生が量的研
究論文の作成を、より実践的に進めることが
できるような学習環境を実現するために、
PBL（Problem Based Learning；問題基盤
型学習）手法を適用した統計学教育方法を検
討し、モデル学習プログラムを作成する。 
(3)さらに、そのモデル学習プログラムを実
際の授業や講習会に適用することによって、
学生や教員評価も含めた実施上の意義や問
題点を精査し、看護系大学院生が自己学習す
ることが可能な論文作成のための統計学学
習支援システムを開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 統計学教育の現状と課題の分析 
①全国の看護系大学を対象に、「看護系大
学・大学院における統計教育に関する実態調
査」をインターネットの利用により実施する。
この調査では、大学院修士課程における統計
関連科目開講の状況、授業科目名、開講年次、
時間数・単位数、授業形態(講義・演習等)、
担当教員（専任・非常勤等）、教育内容等を
明らかにする。これらの結果を踏まえて、看

護系大学も含めた大学院における統計学教
育の実情や今後の課題を明らかにするとと
もに、統計学教育のあり方や方法を検討する
ための基礎資料を作成する。 
②看護系大学院生の統計学に対する意識や
教育に対する要望などを広く把握するため
にインターネットを利用した調査や聞き取
り調査を実施する。 
③看護系学会誌などの統計的方法を用いた
学術論文のクリティークを行うとともに、関
連する学会の参加や現地調査を含めて資料
収集を行う。 
(2)統計学教育法及び教育システムの開発 
①上記の調査を踏まえ、看護系大学院におけ
る統計学教育の内容や方法を見直し、PBL 型
統計教育の基盤となる「課題の設定」「知識・
技術ユニット」などを検討する。 
②さらに、これまでに我々が行ってきた研究
や教育実践の成果を基に、次年度に本格的に
開発を行う「（仮）論文作成用統計学学習支
援システム」の基本的な構想の検討や製作準
備を進め、具体的な PBL による統計学教育方
法案を作成する。 
③以上の成果を基に「（仮）論文作成用統計
学学習支援システム」を試作する。試作に当
たっては、専門的意見の提供も受けるととも
に、他の看護系教員や大学院生の協力を得て、
製作過程において逐次「（仮）論文作成用統
計学学習支援システム」を試用してもらい、
要望や意見を反映させる。 
(3) 統計学教育法及び教育システムの検討 
①試作した「PBL 手法を適用した統計学教育
方法」を実際の授業や講習会に取り入れ、大
学院生や教員の評価を含め、運用上の利点や
問題点などを明らかにする。 
②実際の運用の場としては、これまで協力関
係にあった大学における授業と地域の講習
会で実施するが、これまで行った調査やイン
ターネットを通して、講習会の開催やシステ
ムの試用についての要請があれば、運用の場
を拡大する。 
③それらの成果を踏まえて、統計学教育方法
やモデル学習プログラムとして提案すると
ともに、「（仮）論文作成用統計学学習支援シ
ステム」を完成させる。さらに、研究成果は、
看護系の学会のみならず、保健学系の学会に
おいて発表するとともに、書籍やデジタル媒
体を通して一般にも公開する。 
 
４．研究成果 
(1) 看護系大学院における統計学教育 
全国の看護系大学院におけるWebによるシラ
バス調査を 2011 年（サンプリング調査）と
2012 年に行った。2012 年では看護系大学院
134校のうち，シラバスが閲覧できたのは105
校（78.4%）であり、情報関連科目を開設し
ていた大学院は 28 校（26.7%），統計関連科
目は 54 校（54.1%），情報と統計を統合した
科目は 9校（8.6%）であった。これらの結果
と聞き取り調査から、大学院における統計学



教育としては、「看護研究」「看護研究方法」
などのように看護研究方法に関する科目の
中で実施されている場合、「看護統計学」「保
健統計学」「医学統計学」「応用統計学」「多
変量解析」などのように統計学を標榜した科
目として実施されている場合、「看護情報統
計学」「情報科学」などのように情報学と統
計学とを関連付けた科目として実施されて
いる場合、その他「保健学」などのような専
門科目の中で実施されている場合などに大
別された。これらの科目を複数組み合わせた
カリキュラムを提供している大学院が多い
が、看護研究方法の一部としてのみ統計学を
履修している場合も少なくなかった。すなわ
ち、いずれの大学院においても、量的研究方
法として研究デザインや統計処理に関する
教育が行われているものの、より詳細な統計
学教育は選択科目として設定されているこ
とが多く、大学院生の志向性にも問題がある
ことが明らかとなり、本研究課題の意義が再
確認できた。なお、統計学教育のための教育
用設備・施設の整備状況などは概ね良好であ
り、本研究課題の成果が活かされる環境は十
分であることも明らかになった。 
(2)看護系学生・大学院生の統計学の知識 
看護・医療系大学院における統計学受講者の
事例（A 大学院生 122 人、2009~2011 年）を
検討したところ、大学院入学以前に統計学を
履修していても、統計学の知識・技術が「あ
る程度ある」大学院生は 1割未満であり、統
計学をほとんど学習していない大学院生は 3
割程度。一方、大学院入学以前に統計学を履
修しているにもかかわらず、そのほぼ 9割が
統計学の知識・技術に自信がないことが窺わ
れた。上記のことは看護系も医療系も顕著な
差はなく、学部等の統計学教育があまり活か
されていない実態が再確認された。 
そこで、看護系大学生を対象とした事例（B
大学 270 人、2007 年～2009 年）を検討した
ところ、学生の約 2割が「二変数間の関係」、
4 割以上が「検定と推定の考え方」を難しい
と感じており、この 2項目が統計学を理解す
る上で鍵となる重要な項目であることが明
らかになった。なお、看護系大学共用試験
（CBT）試行に関する事例検討においても、
推理・分析能力とともに計量的思考の不足が
示唆されている。 
(3)看護系大学院生が必要な統計的知識 
看護系学会誌など看護研究に関する論文、学
会の参加や現地調査を含めた資料の検討結
果から、研究デザイン、ノンパラメトリック
統計学や多変量解析法などの理解や活用を
深めることが重要であることが明らかとな
った。 
(4)学習プログラム及び支援システム開発 
調査や論文のクリティーク結果などを踏ま
え、看護系大学院生の論文作成のための統計
学教育方法を検討し、支援システムの作成に
着手した。まず、統計の基礎的知識・技術の
獲得と確認のために「統計学活用のための予

備知識」としての学習プログラムを作成した。
次に、看護系大学院生が実際に論文作成のた
めに実践的かつ応用的な統計学の知識・技術
を学習するための「課題の設定」と「知識・
技術ユニット」を検討し、「論文作成のため
の統計解析入門」として学習プログラムを作
成した。それら２つのプログラムに沿って、
パソコンを用いた学習ができるように教材
も試作した。 
「統計学活用のための予備知識」として提案
した大項目は以下の通りである。 
１．研究方法と統計学 
２．統計的研究論文作成のプロセス 
３．研究の目的と種類 
４．研究デザインと因果関係の証明 
５．統計的研究と概念枠組 
６．統計学とデータ 
７．統計的推測 
８．統計的仮説検定と推定 
９．対象の選択と割り付け 
10．標本の大きさの決定 
11．研究におけるバイアス 
「論文作成のための統計解析入門」として提
案した主要項目は以下の通りである。 
１．統計的論文のまとめ方 
２．統計的解析方法 
１）調査票と変数 
２）一変量解析のまとめ方 
３）二変量解析のまとめ方 
４）多変量解析のまとめ方 
(5) 学習プログラム及び支援システム評価 
学習プログラムに沿った内容に基づき、5 看
護系大学院において実際の授業に試験的に
適応し、大学院生からの意見や感想を聞き、
有用性や問題点を検討した。さらに、パソコ
ンによる自己学習ソフトの場合、論文作成の
ための統計学活用の概要を理解するには有
用であるが、基本的用語説明の表示などのい
くつかのサポートが必要であることが明ら
かとなった。なお、上記の学習内容やソフト
について、他の統計学教育の専門家による評
価では、概ね良好であったが、改善点の提案
もいくつか示された。 
一方、「論文作成のための統計解析入門」編
については、意見や感想の分析だけでなく、
任意に選択した 20 人の受講生の演習課題レ
ポートを分析した。その結果、①統計学の基
礎用語の修得と理解の促進、②系統型学習と
問題基盤型学習との連携、③問題基盤型学習
教材の再検討、④邦文と英文表記・表現学習
教材の作成、⑤系統型学習教材、問題基盤型
学習教材及び表記・表現学習教材の統合化と
視覚化の推進、などが学習プログラム及びシ
ステムの改善に必要であることが明らかに
なった。 
(6)今後の課題 
今回、考案した統計学教育方法及び学習プロ
グラム及び「（仮）論文作成用統計学学習支
援システム」開発過程において、統計学の基
本的用語の知識不足が大きな課題であるこ



とが再確認され、解説サポートの強化だけで
なく、大学院入学以前の統計学の知識の強化
も重要であることが明らかになった。 
そこで、看護系の大学生が自ら主体的に学習
することを促すための「調べる統計学教育方
法」を考案し、2 看護系大学で導入したとこ
ろ、効果が期待できることが認められ、その
成果を活用することが、学習プログラム及び
システム開発の改善に寄与することが示唆
された。 
また、大学院生や教員の評価には偏りがある
ことが否めないことを考慮し、前述した受講
生の演習課題レポートの分析から、学習プロ
グラム及びシステムの改善に活かすことを
試みたが、そうした方法の検討をさらに進め
ていく必要があると考える。 
以上の事柄を総合的に検討し、学習プログラ
ム及びシステムを「系統型学習サブシステ
ム」「問題基盤型学習サブシステム」「表記・
表現学習サブシステム」からなる「視覚的統
合学習支援システム」（図１）として発展さ
せることを提起し、それに沿って、今後も開
発を推進していきたいと考える。 
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